
１．　は　じ　め　に

　インドネシアにおける「所得格差」の研究は，
日本においても多くの研究者により様々な分析
が行われている。しかしそれらの研究の多くは
「階層間」格差による研究が中心であり，例えば
富裕層と貧困層における格差の研究や，貧困ラ
イン付近の所得状況や貧困ラインの時系列推移
といった内容である。しかし，インドネシアは，
人口においては世界第４位（２２９,９６５,０００人），
面積においては世界第１５位（１,９１９,４４０ km2）と
いう世界有数の大国である上に， １万３,０００以上
からなる島嶼国でもあり，代表的な島だけでも
スマトラ，ジャワ，カリマンタン，スラウェシ，
パプアなどがあり，それらの地域ごとに経済環
境や所得状況も相当な異なりを持っている。ま
た，原油産出可能地域では，それらを採掘する
ための人材の確保が必要であるほか，原油を原
材料とする製造業も多く存在しており，それら
の地域における所得は，原油非産出地域よりも
高い数値を示している。さらに，第２次産業や
第３次産業を中心とする「都市」地域および，
第１次産業を中心とする「農村」地域でも，そ
れぞれの格差が生じている事は言うまでもない
事実である。
　以上の事をふまえ，本報告では，「階層間」所
得格差の研究はもとより，「地域間」所得格差の
研究を行う事で，インドネシアの経済構造をよ

り深く解明し，所得格差の要因や時系列分析を
行っていく。

２．　インドネシアの州内総生産（Gross 
Regional Domestic Product）２）の現
状

　現在インドネシアには３３の州が存在し，州ご
とに州内総生産（Gross Regional Domestic 
Product，インドネシア語で Produk Domestik 
Regional Bruto）がまとめられ，集計されたデー
タは中央統計局（Badan Pusat Statistik）によっ
て公表される。またその公表されるデータは，
生産統計（Lapangan Usaha）と支出統計
（Penggunaan）とがある。生産統計は州ごとの
集計を基に，スマトラ，ジャワ，ジャワ＋バリ，
カリマンタン，スラウェシ，それ以外の地域と，
島ごとに集計も求められていたり，原油産出に
かかるデータを含めたものと除外した２種類の
データを集計したりと，地域ごとの差異を容易
に知ることができる。
　２００８年の速報値３）によれば，インドネシア全
体で（４,９５４,０２９ １０億ルピア）の GRDPを産出
しているが，うち約５０％の（２,４２６,９０８ １０億ルピ
ア）はジャワ島にある６州での合計によるもの
であり，中でもジャカルタ首都特別州の（６７７,４１１ 

１０億ルピア）は特筆すべき大きさとなっている。
また，原油産出に関連する金額を抜いた値で比
較してみると，インドネシア全体で（４,４２６,３８５ 

１０億ルピア）の GDRPに対し，ジャワ島６州で
５０％超の（２,３４０,０４３ １０億ルピア）のシェアを占
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め，他地域の産出額を圧倒している。
　１人あたりの GDRP４）で見ると，インドネシ
ア全体での平均が（２１,６７８ 千ルピア）であるが，
この平均を超える州はわずか５州しか存在しな
い。さらに原油産出地域が３３州の上位を占めて
いる。１位の東カリマンタン州（１０１,８５８ 千ルピ
ア）， ３位リアウ州（５３,２６４ 千ルピア）などであ
る。原油産出に関連する額を抜いた値で見ても，
インドネシア全体の平均（１９,３７０ 千ルピア）に
対し，平均を超える州は同様に５州のみである。
３３州中最も高いジャカルタ首都特別州（７３,７１３ 

千ルピア）と最も低い北マルク州（４,０１９ 千ルピ
ア）との間に１８倍以上の開きがある。２００１年の
データでは，当時最も高いジャカルタ首都特別
州と最も低いゴロンタロ州の間に１４.５倍の開き
があり，地域間所得格差が拡大傾向にあるとい
える。しかしながらこの比較は最大値と最小値
での比較しか行っていないため，格差の傾向が
拡大しているのか否かについては今後の詳細な
分析により明らかにしていく。
　また，原油産出額を抜いた１人あたり GRDP

で３３州中５位となるパプア州（２６,６１５ ルピア）
の数値は，日本人にとって驚くべき数字ではな
いだろうか。ニューギニア島の西半分の大半を
占めるこの地域は，未開地域とも言われている。
２００３年２月にパプア州から西部地域，西イリア
ンジャヤ州（現，西パプア州）が分離し，原油
産出に関連する産業を失った。しかしながら，
銅や金といった地下資源を供給するフリーポー
トが建設されており，こうした産業がパプア州
の経済成長に貢献していると言ってよい。

３．　Rumah Susunの現状

　インドネシア語で rumahとは家を意味し，
susunとは積み上げるという意味をもつ。
Rumah susunとなると複数階を持つ家という意
味になり，アパートやマンションといった集合
住宅のことを指すようになる。首都ジャカルタ

では高層集合アパートやマンションが立ってお
り，富裕層がこうした住宅に居住している。し
かしながらRumah susunとは，富裕層が住むよ
うなアパートやマンションは含まれず，一般的
には政府や州・市が貧困層のために建設される
アパートのことを指す。ジャカルタや西ジャワ
のバンドゥンといった都市では，これまでにも
数多くの rumah susunが建設されている。ここ
では，南スラウェシ州都であるマカッサル市に，
２００８年に建設された rumah susunでの聞き込み
調査を基に報告する。

　２００８年に建設されたrumah susun はマカッサ
ル市の Tanjung Bunga地区にある。Tanjung 
Bunga地区は観光地や商業地として開発されて
おり，２００９年９月にインドネシア最大の屋内遊
園地「Trans Studio」が開園するなど，急ピッ
チに開発が進められている。その Tanjung 
Bunga周辺の kampung５）整理，また貧困層の
居住地を整えるために，マカッサル市政府が２
つのアパートを建設した。
　４階建ての３棟で１つのアパートとなってい
るこの rumah susun は， ２階から４階までが居
住区域で１つのフロアに１２の居住区がある。こ
れらの居住区には借家契約で住むことができ，
２階は１２５,０００ルピア， ３階は１００,０００ルピア， 

４階は７５,０００ルピアを１ヶ月単位で支払ってい
る。１つの居住区には， ６畳ほどの部屋が２
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つ， ３畳ほどの細長い台所，トイレ兼浴場が用
意されているだけの非常に狭い空間である。こ
のアパートの裏手にも kampungは存在し，多
くの平屋住宅が建ち並んでいる。アパートと
kampungのちょうど境目あたりに kampungの
ゴミ収集場があり，そこから燃やされる煙が立
ちこめるなど，お世辞にも良いと言える景観で
はない。また，アパートの周囲をめぐっている
側溝も汚れが目立ち，周囲に悪臭が立ちこめて
いるような状況である。
　２０１０年２月１９日，２０日に行ったＢ－２棟３ F

に住む Ibu Anti（４０）への聞き取り調査によれ
ば，タクシードライバーをする旦那さんの１ヶ
月の収入が約４００,０００ルピアで，さらに旦那さん
の収入を補うために奥さんが自宅で日用品を販
売するよろずやを営業し，さらに２００,０００ルピア
ほどの収入を得ている。自宅で女性がよろずや
のような店を営業することはインドネシアでは
珍しくないが６），調査に訪れた rumah susunの
中だけでも，相当数の居住区で店舗が構えられ
ていた。また，自宅でマカッサル伝統の籐製品
を編み込むといった内職のような仕事をしてい
る家もあるらしく，公共スペースの階段にその
籐製品が保管されていたり，学校から帰ってき
た子どもたちもアパートの内部で走り回って遊

んだりと，アパートというよりは集落である
kampungがそのまま積み重なっているだけの雰
囲気になっている。Ibu Anti以外にもこの
rumah susunに住む人たちは一様に，「私たちは
貧困層で日々のお金に苦しんでいる。しかし心
まで貧困になりたくはないから毎日笑顔で生活
をしている。」と話していた。

４．　まとめ〜今後の研究にむけて〜

　この１年間で大変有意義な調査・研究をする
ことができた。しかしながら， ２章の州内総生
産データの詳細な結果がまだ得られていないこ
と， ３章で述べた rumah susunはマカッサルで
の調査のみしか行っていないなど，今後の研究
でさらに深めていく必要がある。特に rumah 
susunについてはマカッサル以外の地域での調
査もすすめていく必要があると同時に，支出面
の調査や，アパート全体の実態調査をすすめて
いくことも必要不可欠となる。幸いにもこの１
年間で多くの人脈形成や研究への糸口の発見が
できたので，今後も現地へ幾度となく訪問しつ
つ，以上の研究をすすめていきたいと考えてい
る。この海外研修期間を与えてくださった本学
教職員ならびに，この１年の海外研修中にお世
話になった現地の方々に感謝し本報告を終えた
い。

注

 １） 本研究集会報告は，本学の外国研修制度におい
て，２００９年度にインドネシア共和国ジョグジャカ
ルタ州・ガジャマダ大学経済学部へ留学した際に
行った調査・研究を基としている。

 ２） 本章で用いているデータは，Badan Pusat 
Statistik “Produk Domestik Regional Bruto 
Provinsi-provinsi di Indonesia Menurut Lapangan 
Usaha ２００４–２００８”（インドネシア州内総生産・生
産統計）から抽出したものである。

 ３）　本章で用いているデータは、すべて名目価格で
の表示とする。

 ４） １人あたり州内総生産データは， “Produk 
Domestik Regional Bruto Provinsi-provinsi di 
Indonesia Menurut Lapangan Usaha ２００４–２００８”の
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表５から表８に掲載されている。しかし，これら
の表に表記されている単位は１０億ルピアとなって
いるが，千ルピア単位の誤りであると推測される。
よって，本報告では１人あたり州内総生産データ
の単位を千ルピアで統一する。

 ５） kampungとは，集落や群（むら）という意味の

インドネシア語。
 ６） このような形態での営業は，日用品を扱うよろ
ずや以外にも，携帯電話のプリペイド料金（pulsa）
を扱ったり，飲食品を調理して販売するようなこ
ともよくみられる。
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